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カラスガイは，潟湖起源の淡水湖沼に生息し殻長が20cmを超える大型の二枚貝である。鳥取県内では鳥取市の湖山池と多鯰ヶ池で生息が確認されているが，いずれの池でも絶滅のおそれがきわめて高く，レッドデータブックとっとり(2012)において絶滅危惧I類(CR+EN)にあげられている。環境省のレッドリスト（2012）では準絶滅危惧(NT)だが，近年，兵庫県，岡山県，広島県では絶滅した可能性が高いとされ，西日本でのカラスガイの現状は危機的である。多鯰ヶ池ではブラックバスなど外来魚増加の影響で幼貝が育たず，個体群の存続が困難になるなど，カラスガイは鳥取県の絶滅危惧生物の中でも特に保護が必要な種として，県条例による「鳥取県特定希少野生動植物」に指定されている。
こうした中，湖山池では平成24年1月に「湖山池将来ビジョン」が定められた。湖山池が将来的に目指すイメージとして「良好な水質」「豊かな生態系」「利活用の推進」がうたわれている。これを実現するためとして同年3月から水門開放・湖水の高塩分化事業が行われ，もともと少数であったカラスガイを含むイシガイ類（イシガイ,ヌマガイ，ニセマツカサガイ，マルドブガイなど）は，湖山池内から死滅した可能性が高い。この結果，湖山池が時間をかけてつくりあげてきた淡水湖沼としての独自の生物多様性は失われつつあり，将来ビジョンがうたう「豊かな生態系」の実現はむしろ遠ざかったと言わざるをえない。生物多様性は一度失われれば二度と取り戻せないことを重視すべきである。
湖山池のモニタリングでは，幸いにも新たに湖山池周辺のため池1カ所で少数のカラスガイが見つかっている。湖山池の流入河川には他のイシガイ類も少数が確認されている。地域独自の生物多様性を失わないため，緊急にカラスガイを含む淡水性イシガイ類の保護に全力で取り組み，これら地域個体群の存続を実現するよう，鳥取県に要請する。
保護の目的は，短期的には残存集団の存続であるが，カラスガイの生息にはヨシノボリ類を含む淡水環境の維持が重要であり，中・長期的にはカラスガイが生育できる良好な淡水環境をとりもどすことが必要である。暮らしの安全・安心を支える真に豊かで持続可能な社会の実現に向け，鳥取県には，生物多様性保全の原則と戦略に基づき，湖山池がめざすべき生物多様性のすがたについて継続的かつ丁寧な議論を続けることをあわせて要望する。日本生態学会中国四国地区会は，専門的な見地からこれに積極的に協力する用意があり，今後ともこの問題に関与を続けていくことを申し添える。
